
到達目標
③

シーケンス制御に関する
知識と技術を身に付け，
プログラマブルコントロー
ラを用いた応用的な制
御プログラムを作成でき
る

シーケンス制御に関する
基本的な知識と技術を
身に付け，プログラマブ
ルコントローラを用いた
基本的な制御プログラム
を作成できる

シーケンス制御に関する
基本的な知識と技術を
身に付けることができ
る．

シーケンス制御に関する
基本的な知識と技術を
身に付けることができな
い．

到達目標
⑤

アルドゥイーノを用い，
マイコンを動かす応用的
なプログラムが作成でき
る．

アルドゥイーノを用い，
マイコンを動かす基本的
なプログラムが作成でき
る．

アルドゥイーノを用いるこ
とができる．

アルドゥイーノを用いるこ
とができない．

到達目標
④

回路を製作し，計測器を
用いて測定し，得たデー
タより特性の評価ができ
る．

回路を製作することがで
き，計測器を用いて測定
できる．

回路を製作することがで
きる．

回路を製作することがで
きない．

第1学年 制御情報工学科 履修 3 単位

科目名 制御情報工学実習Ⅰ (Practice in Intelligent System Engineering Ⅰ)

学　年 学　科（コース） 単　位　数 必修 / 選択 授業形態 開講時期 総時間数

必修 実験・実習 90 時間通年

担　当　教　員

学習・教育到達目標 (D) JABEE基準１（２） －

到達目標
（評価項目）

優れた到達レベルの
目安

良好な到達レベルの
目安

最低限の到達レベルの
目安

未到達レベルの
目安

【常勤】　教授　落合　積 　准教授　江原史朗 　助教　野口慎

学　習　到　達　目　標

科目の到達
目標レベル

①UNIXの概要を理解することができる．
②実習作業上の「安全」について理解できる．
③ シーケンス制御に関する基本的な知識と技術を身に付けることができる．
④回路を製作することができる．
⑤アルドゥイーノを用いることができる．

到達目標
①

UNIX環境を使いこなすこ
とができる．

UNIXの概要を理解し，
基本操作ができる．

UNIXの概要を理解する
ことができる．

UNIXの概要を理解でき
ない．

到達目標
②

あらゆる状況において，
「安全」に配慮した行動
ができる．

実習作業上の「安全」に
ついて理解し，配慮した
実習ができる．

実習作業上の「安全」に
ついて理解できる．

実習作業上の「安全」に
ついて理解できない．

達　成　度　評　価　（％）

                  評価方法

指標と評価割合

中間
試験

期末・
学年末
試験

小テスト レポート
口頭
発表

成果品
ポート

フォリオ
実習技

術
合計

総合評価割合 50 50 100

知識の基本的な理解
【知識・記憶、理解レベル】

◎ ◎

思考・推論・創造への
適用力
【適用、分析レベル】

○ ○

汎用的技能
【　　】

態度・志向性(人間力)
【　　】

総合的な学習経験と
創造的思考力
【　　】



補助教材等 プリント配布

学　習　上　の　留　意　点

実習中は制服ならびに靴を着用していない者は実習が受けられず、欠席扱いとなることに注意すること。
適宜，レポートを課すので必ず提出すること。
通常は制御実習室（制御棟3階）を用いるが，情報演習室を使用する時もある．その都度場所は指示するので，実習場所を間違わないよう
にすること。
回路製作では半田付け作業を行う場合があるが，部品の切断時にリードを飛ばしたり，半田こてで火傷をすることがないよう，「安全」には
十分注意すること．また，UNIXは今後のプログラミングの授業で使用していくため、必ず使えるようになっておく。
実習室のPCは共用であるため、PCへ個人の実習データは保存せず、各自が用意したUSBメモリにプログラム等を保存すること。
USBメモリは毎回，必ず持参しておくこと。

担  当  教  員  か  ら  の  メ  ッ  セ  ー  ジ

この実習は，UNIX，C言語，シーケンサ，回路製作とプログラミンと多彩な内容となっています．どれも来年以降に必要な基
礎・基本の知識ですので，しっかり復習して理解を深めておきましょう．
また，配布資料は来年以降も参照することがあるので，ファイルにまとめておきましょう．
1回につき長時間の実習となるので，欠席したときの補講が難しい科目です．日々，体調管理を行い，欠席することがないよ
う努めてください．

関　連　科　目　，　教　科　書　お　よ　び　補　助　教　材

関連科目 情報リテラシー

教科書
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授　業　の　明　細

ガイダンス
電子メール

･授業の進め方､評価方法について理解できる
･演習室のPCの基本的な操作方法（メール等の
設定含む）が理解できる

演習室PCの基本的な操
作方法を理解しておく

抵抗（直列，並列，分圧，分流）・
オームの法則，【ブレッドボード】

・ブレッドボードとテスタの使い方，オーム
の法則による分圧・分流を理解できる

使用機器の使い方の再
確認とオームの法則を
復習しておく

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

シーケンス制御
リレー
（リレー，LED，テスタ

･テスタを使用することができる
・シーケンス制御の基礎的事項について理解
できる
･リレーを使った簡単な自己保持回路が作成で
き
る

プログラマブルコントロ－ラ
　自己保持回路
　インタロック回路
　タイマ回路
　カウンタ回路

･ラダー図を理解し､プログラマブルコントロ
－ラのプログラムが作成できる
･AND回路､OR回路など基本的なプログラムが作
成できる
・自己保持回路､インタロック回路､タイマ回
路､カウンタ回路を用いた制御プログラムが作
成できる

抵抗回路の製作（半田付け）と動作
チェック

・「作業の安全」について理解できる．
・抵抗回路（抵抗の直列・並列）を半田付け
し，動作チェックをすることができる．

作業上の安全について
確認しておく

リレー，LEDの動作 リレー，LEDと電流制限抵抗の動作をテスタを
用いて確認することができる．

リレー，LEDの動作につ
いて復習しておく

各授業について概要を
まとめておく

各授業について概要を
まとめておく

UNIXコマンド
ファイル･ディレクトリ操作
便利な機能

・UNIXの基本的な操作ができる　・UNIXを使ってHTML形式のファイ
ルが作成できる　・UNIXの基本的なコマンドを使うことができる
・ファイル、ディレクトリを理解し、操作できる　・UNIXの便利な
機能（リダイレクション、パイプなど）の仕組みを理解できる

UNIXの基本的な操作方
法を理解しておく

前期まとめ ・前期の実習内容を分かりやすく説明できる

C言語 演習室の環境を利用して，簡単なC言語プログ
ラミングをすることができる．

コンパイル時のエラー
の対応方法についてま
とめておく
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授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

オシロスコープの使い方
基本論理回路（NAND，NOR，NOT）

各回の復習(各種センサ
の動作，特性の確認)を
しておく

各種センサの特性評価とアルドゥ
イーノ（マイコン）プログラミング

各種センサの特性評価とアルドゥイーノ（マ
イコン）の基本的な使い方を理解する．

・オシロスコープ，テスタを用いることがで
きる．
・各種センサ（フォトリフレクタ，赤外測距
センサ，照度センサなど）の特性評価を行
い，データをまとめることができる
・照度センサ回路の製作，動作チェックをオ
シロとテスタを用いて評価できる．
・各種センサ回路を作製して，動作プログラ
ムを作成することができる．

総　授　業　時　間　数 90 時間

授業改善アンケートの実施

・オシロスコープの使い方が理解できる
・基本論理回路の動作が理解できる．

使用機の使い方と基本
論理回路の動作につい
て確認しておく

トランジスタとその応用
（ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ，IC，LED，ﾘﾚｰ，DCモー
タ)

・トランジスタのスイッチング動作が理解で
きる
・応用回路（リレーやDCモータ）の動作が理
解できる

各種デバイスの動作を
確認しておく


